
【総括】

クラスター分析
三⼤都市圏の全メッシュを対象として、K-means法にて実施
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クラスター分析
Ø三⼤都市圏の全メッシュを対象にクラスター分析

Ø都市圏の⽐較が可能となる

Ø３報告で⽤いた全ての変数を⽤いる
Ø相関マトリックス：r>=0.7の組み合わせについては、代
表する1変数のみを使⽤（26変数が採⽤）

Ø全変数をZ-score化した後に、分析に使⽤

ØK-means法：8〜12クラスタで試⾏
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クラスター数の決定
u各クラスターにおける三⼤都市圏の構成⽐を検討

u構成⽐が10%未満となるクラスター数
u8クラスター：中京圏（3）、京阪神圏（1）

u9クラスター：中京圏（3）、京阪神圏（2）

u10クラスター：中京圏（3）、京阪神圏（2）

u11クラスター：中京圏（4）、京阪神圏（2）

u12クラスター：中京圏（2）、京阪神圏（2）☆

u⼈⼝量（密度）が多いクラスターから降順で並べた
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東京⼤都市圏の特徴

u⼈⼝稠密な地域が23区を中⼼に広く分布

u⼈⼝再⽣産をおこなっている⾼所得世帯が都⼼部に集
中

u郊外に延びる鉄道沿線に、⼈⼝再⽣産を⾏っている世
帯が集中

u鉄道沿線から離れた地域に、⼈⼝再⽣産を⾏っている
ブルーカラー層が分布
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中京⼤都市圏の特徴

u⼈⼝再⽣産を⾏っているブルーカラー層が厚く分布し
ている

u⼈⼝稠密な地域は、名古屋市中⼼部に集中

u都⼼と郊外、郊外と郊外をつなぐ鉄道沿線に、⼈⼝再
⽣産を⾏っている世帯が集中

u豊⽥市などに、⼈⼝再⽣産⾼就業率地域および外国⼈
BC地域が集中
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京阪神⼤都市圏の特徴

u⼈⼝稠密な地域は、⼤阪・京都・神⼾に集中

u⼈⼝再⽣産をおこなっている⾼所得世帯は⼤阪市
の中⼼部に集中

u都⼼と郊外をつなぐ鉄道沿線に、⼈⼝再⽣産を
担っている世帯が集中

u郊外には、⾼齢者世帯が⼤量に集積している
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三⼤都市圏の特徴

Ø東京⼤都市圏
Ø⼈⼝稠密な地域が23区を中⼼に広く分布

Ø中京⼤都市圏
Ø⼈⼝再⽣産を⾏なっている世帯が広く分布

Ø京阪神⼤都市圏
Ø⼤阪・京都・神⼾という3つの核を取り囲んで、⾼齢者
が広く分布
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